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Ⅰ. 経団連の取り組みと、企業の取り組み状況

Society 5.0の実現を通じたＳＤＧｓの達成
「Society 5.0 for SDGs」

企業行動憲章に関するアン
ケート調査を実施

ＳＤＧｓに資するイノベーショ

ン事例の収集

・国内外への情報発信
・連携のプラットフォームづくりの

支援

・共通する課題解決に向けた取り
組み（インパクト評価、ＥＳＧ価値
創造等）

・さらなる理解・浸透のための活動

「企業行動憲章」の改定
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ＡＩやＩoＴ・ロボット、ビッグデータなどの革新技術を最大限活用す
ることにより実現する、経済成長と社会的課題の解決を両立した
第５番目の社会のコンセプト

- Society 5.0 -
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Society 5.0 for 
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企業行動憲章
－持続可能な社会の実現を目指してー

2017年11月8日改定

１．持続可能な経済成長と社会的
課題の解決

２．公正な事業慣行

３．公正な情報開示、ステークホル
ダーとの建設的対話

５．消費者・顧客との信頼関係

４．人権の尊重

６．働き方の改革、職場環境の充実

７．環境問題への取り組み

８．社会参画と発展への貢献

９．危機管理の徹底

10．経営トップの役割と本憲章
の徹底

10
原則

企業は、公正かつ自由な競争の下、社会に有用な付加価値および雇用の創出と自律
的で責任ある行動を通じて、持続可能な社会の実現を牽引する役割を担う。そのため
企業は、国の内外において次の10原則に基づき、関係法令、国際ルールおよびその
精神を遵守しつつ、高い倫理観をもって社会的責任を果たしていく。
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◆企業行動憲章に関するアンケート調査結果

【回答状況】 調査対象 回答数 回答率
経団連企業会員 1,373社 302社 22.0％

【調査期間】 2018年３月～６月
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①経営理念

②企業行動に関する規範・指針

③経営戦略

④中長期経営計画

⑤単年度経営計画

⑥その他

⑦特にない 複数回答(n=302)

(％，件）

（１）憲章の理念「持続可能な社会の実現」の経営への統合



（２）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）への取り組み
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①事業活動をＳＤＧｓの各目標にマッピング

②達成に貢献できる優先順位を決定

③バリューチェーン全体の影響領域の特定

④優先課題の達成に向けた目標（ＫＰＩなど）
を設定

⑤経営への統合(ＳＤＧｓを用いて事業計画
を説明）

⑥報告とコミュニケーション

(n=302)

8割 (％，件）



（３）ＳＤＧｓの１７目標への取り組み状況
 回答企業における重点的な取り組みとしては、①「目標９：産業と技術革新の基盤をつくろう」、
②「目標13：気候変動に具体的な対策を」、③「目標８：働きがいも経済成長も」の順となってい
る。取り組んでいる目標をあわせた場合でも、同様の傾向となっており、事業との関連が高い経
済・環境に関する目標への取り組みが進んでいる。

 一方、国連が最も重視している貧困や飢餓への取り組みは少なく、これらの目標に企業が取り組む
には、より具体的な課題提示や協働のプラットフォームづくりなどが必要になると考えられる。
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目標１：貧困をなくそう

目標２：飢餓をゼロに

目標３：すべての人に健康と福祉を

目標４：質の高い教育をみんなに

目標５：ジェンダー平等を実現しよう

目標６：安全な水とトイレを世界中に

目標７：エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

目標８：働きがいも経済成長も

目標９：産業と技術革新の基盤をつくろう

目標10：人や国の不平等をなくそう

目標11：住み続けられるまちづくりを

目標12：つくる責任つかう責任

目標13：気候変動に具体的な対策を

目標14：海の豊かさを守ろう

目標15：陸の豊かさを守ろう

目標16：平和と公正をすべての人に

目標17：パートナーシップで目標を達成しよう

重点的に取り組んでいる目標[◎、１つ]
取り組んでいる目標［○、複数回答］

(件）

【図表Ⅱ-５ 取り組んでいるＳＤＧｓの目標】



本年７月、ＳＤＧｓの目標ごとに企業のイノベーションを整理した、
ＳＤＧｓに資するイノベーション事例集「Innovation for SDGs -Road 
to Society 5.0-」を発表。日本語で１６５事例、英語で８６事例であり、
用いた技術やパートナー、定性的・定量的な評価・実績等が掲載

◆ＳＤＧｓに資するイノベーション事例集
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【コンテンツ】
◆Society 5.0 for SDGs
・Society 5.0とは
・Society 5.0に向けた第１歩となる
イノベーションなど

◆SDGs事例集
企業名、タイトル別検索、 SDGs169
ターゲット別検索、Society 5.0との
関連絞り込み等の機能を備える

URL：https://www.keidanrensdgs.com/

経団連ＳＤＧｓ特設サイト「KeidanrenSDGs.com」を開設。
「Innovation for SDGs」の全ての事例を検索可能な形で掲載してい

るほか、冊子版には掲載していない最新の事例も掲載中。事
例は随時更新予定。

◆ＳＤＧｓ特設サイト
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https://www.keidanrensdgs.com/
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◆掲載事例の紹介

• ＩｏＴを活用した農場管理システム

• 農業機械の自動運転化

• クラウド牛群管理システム

• 完全自律型ドローンを用いた精密農業や野生鳥獣の被害抑制

• 地球観測衛星データを活用した保険の提供

• ウェラブル型端末から得られるバイタルデータのＡＩ解析等による疾病
の診断・予防・治療の支援

• ＩｏＴを活用して交通事故多発地点や運転者の健康状態を特定し、安全
なルートや運転方法を提案

• 従業員の健診・医療データの分析による健康改善と健康保険制度の安
定化実現

• コミュニケーションロボットを活用した介護支援

• 海水淡水化と下水再利用を統合した省エネルギー・低環境負荷型造水
システム
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• 太陽光発電と蓄電池を組み合わせた、クリーンな電力の安定供給

• 浮体式洋上風力発電

• 水素社会の構築･･･水素100%のガスを燃焼できるガスタービン開発、
水素サプライチェーンの構築、水電解技術の開発期間を短縮する技術

• 太陽光発電量や電力使用量をビッグデータ予測する「ＺＥＢ（ゼロ・エネ
ルギー・ビルディング）」

• リチウムイオン二次電池の高容量化技術

• ロボティクス、センシング、通信、ハプティクス（感触の擬似的伝達）を結
集したコミュニケーションやロボットの遠隔操作

• センサーとＡＩ搭載ロボットの配置による複雑な施工の建設現場の効率化

• ＡＩとロボットを活用した多機能型物流施設

• 企業や大学のイノベーションの社会実装を通じた課題解決型まちづくり

• 現場のＩｏＴ化とＡＩコントローラーによる製造機器の制御による熟練工並
みのものづくりイノベーション

• 地域の課題解決に向けたオープンデータサイトの開設

• ＩＣＴ技術の導入による効率的な畜産経営

• 機械学習を用いたプラントの異常兆候の把握
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• 自動運転技術やＩｏＴを活用した安全で正確なバス運行システム

• 高精度測位インフラ技術や音声認識技術などによる移動経路の誘導

• 災害発生確率のグローバル統計ベースの構築

• リアルタイムかつ遠隔操作での復旧工事

• ＩｏＴを活用した救援物資の配付円滑化

• 顔認証システム、犯罪･事故の未然防止警備サービス

• 水不足や洪水被害を防止する施工が容易な雨水貯水システム

• コンンクリート構造物の容易な補修・補強を可能とする炭素繊維シート

• ゴミや汚泥をエネルギー資源として活用する総合エンジニアリング

• ＡＩ技術「異種混合学習技術」による需給予測をバリューチェーン全体で
共有できる需給最適化プラットフォーム

• 大気温度上昇と日射量変動予測から大気汚染物質の排出量を推定した対策

• 植物由来の生分解性プラスチック

• 廃プラスチックの熱分解による再資源化

• 食品の賞味期限を延長し食品ロスを削減する包装
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• 水素の安全かつ大量輸送技術、低コスト多機能型水素ステーション

• グリーンボンドの発行など環境金融

• 泥炭地での水位管理により、大規模火災や大量の温室効果ガス排出
のリスクを軽減する植林技術

• 水混合燃料と排ガス再循環装置を組み合わせた窒素酸化物の削減、
太陽光パネル搭載などの環境対応フラッグシップ

• バンパー、インパネの塗装工程省略によるＣＯ2やＶＯＣの削減

• マグロ養殖におけるＩｏＴ、ＡＩ実証実験

• 鉄鋼スラグによる漁場・藻場の再生

• 土地の風土や気候に合わせた植物の栽培に役立つビッグデータの解
析技術、農園管理に役立つ小型・高精度センサー技術の活用により、
多種多様な植物の協生農法を確立（砂漠化の解消）

• 耐火性集成木材、木材による耐震補強技術の開発による森林保全と
林業活性化



7月17日国連本部で開催された「SDG ビジネス・フォー
ラム」には650名（応募総数は昨年の４倍の4,000名）が
参加 ［共催： 国際商業会議所、国連経済社会局、国連グロー
バルコンパクト］
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経団連のSDGsへの取り組みをまとめた小冊子「Dash
to the GOALs！」と事例集「Innovation for SDGｓ」を会
場で配付し、Society 5.0 for SDGsの取り組みを、二宮
企業行動・ＣＳＲ委員長から説明。「SDGs特設ウェブサ
イト」の開設を発表。
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Society 5.0 for SDGsという１つの方向

に向かって日本の産業界全体が動く、
システマティックな実践を評価。

◆国連機関との連携

【シュタイナーＵＮＤＰ総裁】

経団連の取り組みは結果志向で、企業の
守備範囲を広げるもの。他国にも広めて
欲しいし、UNDPも連携していきたい。

【モヒルディン世界銀行グループ上席副総裁】

世銀ではHLPFにあわせてSDGs各目標の進
捗を可視化するデータを公表。経団連の小冊
子や事例集は、SDGsを経営に統合する企業
の意欲と能力を可視化している。

【ファビアンＵＮＩＣＥＦイノベーション部門筆頭アドバイザー】

Society 5.0の一方で、数十億人の人々がSociety 1.0や2.0
に取り残される。子どもたちを取り巻く深刻な課題を最先端
技術を活用して解決するため、企業にはコア・コンピタンス
を活かしてUNICEFと協働してほしい。
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◆経済団体、SDGsネットワークとの連携
 ＳＤＧ ビジネス・フォーラムで、経団連の発言の場をアレンジ
 デントン事務総長と二宮委員長が対談し、国連のオブザーバー・

ステータスを持つ唯一の経済団体として、今後も経団連と連携し
ていきたい旨の表明があった

 国連経済社会局との共催会合では、化学セクターのSDGロード
マップ、人権に貢献するビジネス事例など、企業の実践に役立
つ情報提供

 日本メンバーとの個別会合を開催
 10月のCouncil Meeting でSociety 5.0 for SDGsや特設サイトに

ついて情報発信

 UNGCとの個別会合、UNGC主要メンバー企業との懇談を実施
 企業間連携の場としてのアクション・プラットフォームを提供
 経団連との具体的な連携を相談予定

 企業の事例を集めたUSCIBのWEBサイト（Business for 2030)と
経団連のSDGs特設サイトとの相互リンクを行う予定。

＜国際商業会議所＞

＜米国国際商業会議所＞

＜国連グローバル・コンパクト＞

＜持続可能な開発のため

の世界経済人会議＞

https://iccwbo.org/
https://iccwbo.org/


◆具体的成果につながるアクションと連携が必要

• SDGs採択から３年が経過し、「持続可能で強靭な社会に向け
たトランスフォーメーション」を実現するため、各国・
組織の具体的な成果につながる「アクション」が求められる段
階に移行（2019年9月には、最初の首脳級の進捗に関するフォロー

アップ会合を開催）。

• 企業には、コア・コンピタンスを活かした具体的な実践、その
取り組みの成果を測定・評価し、報告することが求められる。

• その流れに沿ったものとして、経団連のイノベーション事例集
やウェブサイトが評価された。

• 今後、取り組みの更なる規模拡大のためのオープンイノベー
ション、資金投入が求められる。

• 経団連としては、来年のB20やTICADなども活用して、国連機
関や国際的なSDGs推進ネットワークと連携して、Society 5.0
for SDGsの取り組みを、国際的に広げていくことが重要。
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社会的課題・ニーズの共通言語であるＳＤＧｓは、多様なステーク
ホルダー同士の理解・連携、協働に有用なツール

ステークホルダーで、相互のニーズ（需要）とシーズ（供給）を整理
し、課題解決の観点から様々な垣根を越えて連携

ＳＤＧｓを通じた連携による価値創造
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経団連はSDGsを支援しています。
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